
弓削商船高等専門学校 基準６ 

- 352 - 

基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 
       観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生 

が卒業(修了)時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等

について，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われている

か。 

 
（観点に係る状況） 

 準学士課程においては，資料６－１－①－１に示したような人物像の育成を行っている。それ

らに基づいて履修及び修得する科目を配置し，年４回の定期試験の実施で学力の把握や評価を行

っている。各定期試験における学生の成績は，教員会議において全教員で検討され確認がなされ

る（資料６－１－①－２）。また，教務委員会で成績・出席不良の学生には，定期試験ごとに保

護者と本人に通知書を出して，状況の連絡と指導がなされている（資料６－１－①－３，４）。 

学年末試験や卒業認定試験，席上課程修了試験については，資料６－１－①－５に示す成績一

覧表により教員会議で審議される。工業系学科では，資料６－１－①－６に示す選択科目受講一

覧表から選択科目の適正な科目履修状況が確認されている。また，商船系学科については，席上

課程修了時に三級海技士第１種船舶職員養成施設の単位の確認及びＳＴＣＷ条約の救命講習の受

講確認（資料６－１－①－７）について教員会議で席上課程修了判定資料（資料６－１－①－８）

に基づき審議して，席上課程修了認定を行っている（資料６－１－①－９）。 

 卒業研究については，卒業研究中間発表，卒業研究発表（資料６－１－①－10）を経て，卒業

論文の提出により，各学科の分科会で達成状況を把握し判定を行っている。 

 学生の学習達成度を把握・評価するため，「学習達成度アンケート」を実施しており（資料６

－１－①－11），アンケート結果は自己点検評価委員会で分析し，教育改善に役立てている。 

 専攻科課程においては，資料６－１－①－12 に示したような人材の育成を行っている。研究

については，学生の提出する研究日誌（資料６－１－①－13）と指導教員より提出される研究指

導報告書（資料６－１－①－14）により専攻科委員会で検討され，現状の確認と指導が行われて

いる。また，特別研究については，研究の進度を確認するため中間発表（資料６－１－①－15）

の実施や他高専との研究交流会（資料６－１－①－16）での発表等により，専攻科委員会で研究

能力の把握と評価を行っている。 

 専攻科の修了認定は，特別研究最終審査発表会（資料６－１－①－17）を経て，修了認定資料

（資料６－１－①－18）により資料６－１－①－19 に示しているように，専攻科委員会で確認し

た後，教員会議で審議し，専攻科の修了認定を行っている（資料６－１－①－20）。 

 また，資格取得やコンペティション等を奨励しており，それぞれ担当教員を配置している（資

料６－１－①－21）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

人物像の育成等に照らして履修及び修得する科目を配置し，全体の達成状況の確認を教員会議

で行っている。教員会議の前に，教務委員会，専攻科委員会，分科会で十分に把握・評価が行わ

れている。学生の学習達成度アンケート結果は，自己点検評価委員会で分析し，教育改善に役立

てている。 
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以上のことから，学生が卒業（修了）時に身に付ける資質・能力，養成しようとしている人物

像等について，適切な取り組みが行われているといえる。 

 

 

資料６－１－①－１ 
 

（出典：平成 25 年度シラバス巻頭） 
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資料６－１－①－２ 
商船学科成績一覧表（平成 24 年度学年末試験） 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：平成 24 年度第 18 回教員会議資料） 
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資料６－１－①－３ 
 

出典： 

（出典：学生課） 
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資料６－１－①－４ 
 

（出典：学生課） 
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資料６－１－①－５ 
電子機械工学科成績一覧表（平成 24 年度学年末試験） 

 
個人情報等保護のための削除 

（出典：学生課） 
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資料６－１－①－６ 
 

（出典：学生課） 
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資料６－１－①－７ 
 

（出典：学生課） 
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資料６－１－①－８ 
平成 24 年度 席上課程修了認定判定資料 

 
個人情報等保護のための削除 

（出典：学生課） 



弓削商船高等専門学校 基準６ 

- 361 - 

資料６－１－①－９ 

（出典：平成 24 年度第９回教員会議議事録） 
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資料６－１－①－10 
  

（出典：電子機械工学科） 
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資料６－１－①－11 

（出典：企画広報室） 
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資料６－１－①－12 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料６－１－①－13 

（出典：担当教員） 
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資料６－１－①－14 
 

（出典：担当教員） 
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資料６－１－①－15 
 

（出典：専攻科） 
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資料６－１－①－16 

（出典：専攻科） 
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資料６－１－①－17 
 

（出典：専攻科） 
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資料６－１－①－18 
海上輸送システム工学専攻 成績一覧表 

 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：専攻科委員会資料） 
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資料６－１－①－19 
 

資料６－１－①－20 
 

（出典：専攻科委員会議事録） 

（出典：平成 24 年度第６回教員会議議事録） 
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資料６－１－①－21 

（出典：学生課） 
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観点６－１－②：  各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力に

ついて，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果

や効果が上がっているか。 
 
（観点に係る状況） 

準学士課程では，進級に必要な単位が取得できなかった学生については，一定基準の下で特別

進級となり（資料６－１－②－１），次学年の前期に３回行われる追認試験で取り残した単位の取

得をさせている（資料６－１－②－２）。この追認試験制度及び再試験制度により，留年者や退

学者の減少に取り組んでおり，資料６－１－②－３，４に示すように全体として効果を上げてい

る。また，留年学生に対しては，年度初めに，教務主事，学生主事等による面談を行い，勉強に

対する取り組み方の指導を行っている。 

実践的技術者育成のため，資格取得について奨励・支援を行っており，各学科において増減は

あるものの，資格取得者が増加傾向にある（資料６－１－②－５）。特に，情報工学科において

は，資格試験取得による単位認定が行われており（資料６－１－②－６），ＩＴ関係の資格取得者

が増えている。 

卒業研究に対しては，年度初めに指導教員から提出される卒業研究指導計画書（資料６－１－

②－７）に従って，その研究テーマに興味を持った学生に指導が行われている。卒業研究は各研

究室でのゼミを経て，ある程度まとまった段階で中間発表（資料６－１－②－８）が行われる。

卒業研究認定は，最終段階となる卒業研究発表会（資料６－１－②－９）終了後の卒業論文（代

表的な卒業論文を訪問調査時に提示）の提出により認定されており，準学士課程における各専門

領域での教育の成果である。 

情報工学科では「プログラミングコンテスト」で毎年優秀な成績を残しており（資料６－１－

②－10），「日本ものづくり大賞（内閣総理大臣賞）」も受賞している（資料６－１－②－11）。ま

た，経済産業省主催の「ケータイ甲子園」においてコミュニケーション部門で最高位のグランプ

リを受賞（資料６－１－②－12），電子機械工学科では「Ｈｏｎｄａエコマイレッジチャレンジ」

や「クルーレス・ソーラーボート大会」等で受賞（資料６－１－②－13）するなど，本校の行っ

ている創造性教育の発展が随所に見られる。 

専攻科課程での単位認定は，試験，レポート及びプレゼンテーション等により成績が付けられ

ており，単位取得率は準学士課程の学生よりも非常に良い結果となっている（資料６－１－②－

14）。 

資料６－１－②－15 に示すように，専攻科では，入学者に対する修了者の割合が非常に高い。

専攻科設置以降，今年までに留年者は出ておらず，非常に細かな教育の成果である。また，専攻

科修了後に大学院への進学者が毎年出ている（資料６－１－②－16）。 

専攻科では，主に学会等に提出した論文に対する受賞が多い（資料６－１－②－17，18）。特

別研究の内容をまとめ，提出しているものについての受賞であるため，専攻科レベルの教育の成

果といえる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  準学士課程及び専攻科課程で学生が身に付ける学力や資質・能力については，単位取得状況，

資格取得状況，各種コンペティションの受賞及び学会関係の受賞状況から判断しても十分に教育
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効果が上がっているといえる。 

資料６－１－②－１ 

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－２ 

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－３ 
 

出典： 

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－４ 
 

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－５ 

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－６  

（出典：学生課） 
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資料６－１－②－７ 
 

（出典：担当教員） 
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資料６－１－②－８ 
 

（出典：電子機械工学科） 
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資料６－１－②－９ 
  

（出典：商船学科） 
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資料６－１－②－10 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料６－１－②－11 
 

資料６－１－②－12 
 

出典： 

（出典：本校ウェブサイト） 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料６－１－②－13 

（出典：本校ウェブサイト、電子機械工学科） 
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資料６－１－②－14 

海上輸送システム工学専攻 成績一覧表 
 
 個人情報等保護のための削除 

（出典：学生課） （出典：専攻科委員会資料） 
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資料６－１－②－15 
 

資料６－１－②－16 
 

（出典：学生課） 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．25） 
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資料６－１－②－17 
軽金属希望の星賞 受賞者表彰 

 
 著作権に関係するために削除 

（出典：軽金属学会ＨＰ） 
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資料６－１－②－18 
 

 

（出典：専攻科だより第 18,26 号） 
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観点６－１－③：  教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就

職や進学といった卒業(修了)後の進路の状況等の実績や成果から判断して，

教育の成果や効果が上がっているか。 
 
（観点に係る状況） 

〔準学士課程〕 

 各学科とも就職率は，希望者に対してほぼ 100％に達している（資料６－１－③－１）。商船

学科においては，海事関係，電子機械工学科では機械メーカー，情報工学科ではＩＴ関連の職種

が多い（資料６－１－③－２）。また，進学率は資料６－１－③－３に示すように高いものとな

っており，本校で学んだ専門分野に関係の深い商船系及び工学系の大学または専攻科に多く進学

している（資料６－１－③－４）。 

〔専攻科課程〕 

 専攻科の求人・就職状況を資料６－１－③－５に示す。就職はほぼ 100％であり，更に大学院

へ進学する学生も毎年出ている（資料６－１－③－３）。海上輸送システム工学専攻の修了者は

船会社の船舶管理関係が多く，生産システム工学専攻の修了者は機械，ＩＴ関係の会社に多く就

職していることがわかる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程及び専攻科課程は，進学率と就職率の両方ともほぼ 100％に達している。就職先の

状況を見ても各学科，各専攻で学んだ専門分野に適合した職種に就いており，進学者についても

それぞれの専門性が活かされる学問分野の大学及び大学院に進学していることから，養成しよう

としている人材像に適合した教育の成果が上がっている。 
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資料６－１－③－１ 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．26） 

（出典：2011 学校要覧Ｐ．26） 
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資料６－１－③－２ 
 

（出典：学生課） 
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資料６－１－③－３ 
 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．25） 
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資料６－１－③－４ 

（出典：2012 学校要覧Ｐ．25） 
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資料６－１－③－５ 

（出典：学生課） 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，

教育の成果や効果が上がっているか。 
 
（観点に係る状況） 

〔準学士課程〕 

 平成 24 年度に各学科の５年生に対して学習達成度評価の調査を行った（資料６－１－④－１－

１～３）。専門知識の習得の程度を問う項目では，「身についた」，「良く身についた」と回答

した学生の割合が商船学科，電子機械工学科，情報工学科で，それぞれ 94%，94%，82%であり，

大多数の学生は，本校が目指す技術者として必要な知識を習得しているといえる。また，忍耐力，

協調性，責任感などの程度を問う項目では，「身についた」「良く身についた」と回答した学生は

80%程度と高く，技術者としての倫理観が育成できているといえる。一方，英語会話・読解力の

習得や国際感覚に関する項目は，電子機械工学科と情報工学科で低く，商船学科で高い評価とな

っている。商船学科では，現代ＧＰや企業技術者活用プログラム，大学間連携プロジェクトを活

用し，英語による乗船実習や英語キャンプを実施しているためと考えられる。工業系学科につい

ては，今後授業方法の改善が必要である。 

〔専攻科課程〕 

 専攻科２年生に対して学習達成度評価の調査を行った（資料６－１－④－２－１，２）。専門

知識については，海上輸送システム工学専攻，生産システム工学専攻のいずれも「身についた」

「良く身についた」が 100%となっており，本校が目指す高度な技術者として必要な知識を深く習

得しているといえる。また，技能力，忍耐力，協調性，責任感に関する項目も評価が高く倫理観

が育成できている。さらに，理解力，表現力に関しても評価が高く，プレゼンテーション能力が

育成できている。しかし，生産システム工学専攻について，創造力に関して「身についた」と回

答した学生の割合は 30%と低く，創造性教育に関する改善が必要である。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学習到達度評価に関する卒業（修了）時のアンケートから，改善する点があるものの，概ね教

育の成果や効果が上がっており，本校の目指す実践的技術者として必要な専門知識や倫理観が育

成できている。 

以上のことから，学生が行う学習達成度評価等の結果から判断して，学校の意図する教育の成

果や効果が上がっているといえる。 
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資料６－１－④－１－１ 

学習到達度アンケート集計結果（準学士課程５年生対象） 

商船学科 

電気機械工学科 

情報工学科 
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資料６－１－④－１－２ 

商船学科 

電気機械工学科 

情報工学科 
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資料６－１－④－１－３ 

（出典：企画広報室） 

商船学科 

電気機械工学科 

情報工学科 
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資料６－１－④－２－１ 

学習到達度アンケート集計結果（専攻科２年生対象） 

海上輸送システム工学専攻 

生産システム工学専攻 

海上輸送システム工学専攻 

生産システム工学専攻 
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資料６－１－④－２－２ 

 

海上輸送システム工学専攻 

生産システム工学専攻 

（出典：企画広報室） 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に

付けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取す

る等の取組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 
 
（観点に係る状況） 

過去３年間の準学士課程卒業者及び専攻科課程修了者の就職先企業と卒業（修了）生を対象と

したアンケート調査を実施した。企業へは，卒業（修了）生の学力，資質，性向に関する３項目

について回答を求めた（資料６－１－⑤－１，２）。学力については，専門知識や実技系分野に

おいて優れているが，一般教養知識に劣るとの回答を得た。資質については，実践力や応用力を

備えているものの，創造力や表現力に乏しいと評価された。性向については，協調性があり礼儀

正しく責任感もあるが，積極性や国際性に乏しいことが指摘された。 

卒業（修了）生へのアンケートは，在学中に身につけた知識に関すること，就職・進学指導に

関すること，課外活動や寮生活に関することについて回答を求めた（資料６－１－⑤－３，４）。

身に付けた知識は，専門知識と実技系の技能と回答した割合が 83%と高い。上述した企業へのア

ンケート結果による専門知識や実技系分野において優れていると一致していることがわかる。自

分の身に付けた知識が発揮できているか否かの質問については「どちらとも言えない」の回答を

除くと，約７割の者が役立っていると回答した。在学中に力を入れておけば良かった分野は，語

学と専門基礎となっている。就職・進学指導，課外活動及び寮生活については，「適当であった」

あるいは「活かされている」との評価を得た。また寮の設備についても十分であるとの評価を得

た。寮生活で得たものは「友人」「協調性」「忍耐力」であると答えている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 卒業（修了）生とその就職先企業を対象としたアンケート調査を実施している。企業からのア

ンケート結果より，専門的な知識を有し実践力に優れるとの評価を得た。また，卒業（修了）生

のアンケート結果から約７割の者から身に付けた知識が役に立っているとの回答を得ており，実

践的技術者養成の観点から，本校の教育目的に適合しているといえる。一方，語学力，創造力，

表現力が改善するべき点であることがわかった。これらに関しては，専任及び非常勤の外国人教

員を採用して専門英語の教育を行い，準学士課程低学年の英語教育を「総合英語」，「英語表現」，

「基礎英語」，「英語購読」に分け，その一部を各クラスを３分割した少人数教育をネイティブの

非常勤講師を含めて実施するといった対策等を強化している。 

 以上のことから，卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取組を実施して

おり，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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（出典：企画広報室） 
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（出典：企画広報室） 
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（出典：企画広報室） 
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（出典：企画広報室） 
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（２）優れた点及び改善する点 
（優れた点） 

 準学士課程においては，プログラミングコンテスト等の各種コンペティションで文部科学大臣

賞や「日本ものづくり大賞（内閣総理大臣賞）」の受賞実績を上げており，創造性教育の成果が顕

著に表れているといえる。また，進学率や就職率はほぼ 100％に近く，本校の卒業生の能力の高

さが評価されているといえる。 

 専攻科においては，特別研究でまとめた論文について軽金属学会優秀講演賞などの学会賞を贈

られるなど専門分野についての評価が高いものとなっている。 

（改善を要する点） 

 学習達成度アンケートや卒業生，就職企業に対するアンケートから得られた結果は概ね良好で

あったが，幾つか上がってきた改善項目については改善の余地がある。 

 
（３）基準６の自己評価の概要 
 人物像の育成等に照らして履修及び修得する科目を配置し，全体の達成状況は，教員会議や教

務委員会，専攻科委員会，分科会によって把握・評価されている。学生の学習達成度アンケート

結果は，自己点検評価委員会で分析し，教育改善に役立てている。 

 準学士課程及び専攻科で各学年や卒業（修了）時において，学生が身に付ける学力や資質・能

力については，単位取得状況，資格取得状況，各種コンペティションの受賞及び学会関係の受賞

状況から判断しても十分に教育効果が上がっているといえる。 

 就職先の職種についても，各学科の養成する人材像に適合しており，また，進学先についても

本校で学んだ専門分野に進んでいることから，養成しようとしている人材像に適合した教育の成

果が上がっている。 

学習到達度評価に関する卒業（修了）時のアンケートから，改善する余地があるものの，概ね

教育の成果や効果が上がっており，本校の目指す実践的技術者として必要な専門知識や倫理観が

育成できている。また，卒業（修了）の就職先企業からのアンケート結果より，専門的な知識を

有し実践力に優れるとの評価を得ており，卒業（修了）生のアンケート結果からは，約７割の者

から身に付けた知識が役に立っているとの回答を得たことから，概ね良好な結果を示しており，

実践的な技術を習得した学生を送り出すことができていると判断される。 

 


